
学
位
は
卒
業
の
要
件
で
は
な
く
、
卒
業
後
の
数
年
の
研
究
の
後
に
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
種
類
は
医
学
博
士
に
統
一
さ
れ
た
。

第
Ⅱ
期
に
は
（
ド
イ
ツ
で
は
第
Ⅲ
期
に
ま
た
が
っ
て
）
、
軍
医
学

校
と
い
う
特
異
な
医
育
機
関
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
創
立
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
八
二
二
年
か

ら
一
八
六
八
年
ま
で
、
プ
ロ
シ
ア
で
は
一
七
九
五
年
か
ら
一
九
一
八

年
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
一
八
一
七
年
か
ら
一
八
七
二
年
ま
で

置
か
れ
た
。
こ
れ
は
大
学
に
先
立
っ
て
中
央
権
力
に
よ
り
充
分
に
管

理
さ
れ
た
医
学
校
だ
っ
た
。
こ
の
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ほ
と
ん

ど
必
修
で
、
時
間
割
が
存
在
し
、
修
学
年
限
も
一
定
、
母
国
語
で
講

義
さ
れ
、
要
領
よ
く
医
育
が
行
わ
れ
、
理
論
と
実
地
が
共
に
重
視
さ

れ
た
。
大
学
以
外
の
最
後
の
医
育
機
関
で
あ
っ
た
。

第
Ⅲ
期
に
創
設
さ
れ
た
日
本
の
医
科
大
学
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学

の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
こ
の
軍
医
学
校
の
シ
ス
テ
ム
に
酷
似
し
て

い
る
。
ま
た
大
学
教
育
の
受
容
の
歴
史
か
ら
も
、
そ
れ
は
証
明
さ
れ

る
。
詳
し
く
は
拙
著
近
刊
『
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
』
『
蘭
学
の
背
景
」

を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。

Ｄ
（
三
菱
水
島
病
院
）

⑳
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
）

近
年
発
表
さ
れ
る
症
候
群
は
、
そ
の
命
名
の
傾
向
と
し
て
、
人
物

名
を
冠
す
る
症
候
群
は
急
速
に
少
な
く
な
り
、
全
身
的
な
主
症
候
を

羅
列
し
た
命
名
傾
向
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
物
名
を
冠

し
て
命
名
さ
れ
た
症
候
群
が
、
非
常
に
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
症
候
群
辞
典
の
発
刊
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
さ
ら
に
、
眼
科
領
域
の
み

を
対
象
と
し
た
眼
科
症
候
群
辞
典
は
、
わ
が
国
で
は
非
常
に
少
な

く
、
か
つ
、
歴
史
的
に
も
新
し
い
。
こ
れ
ら
の
辞
典
に
は
、
同
義

語
、
概
要
、
全
身
症
状
、
眼
所
見
、
原
因
お
よ
び
治
療
方
に
つ
い
て

は
充
分
に
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が
、
症
候
群
に
自
ら
の
名
前
を
冠
し

た
、
疾
患
の
発
見
者
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
今
回
、
症
候
群
辞
典
（
眼
科

領
域
に
関
連
す
る
症
候
群
の
桑
を
抽
出
し
た
）
お
よ
び
、
眼
科
症
候

眼
科
症
候
群
名
に
冠
し
た
人
名
辞
典

の
作
成

奥
沢
康
正
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群
辞
典
を
あ
わ
せ
た
既
刊
の
一
二
の
辞
典
か
ら
、
人
物
名
を
冠
し
た

六
六
九
症
候
群
に
つ
い
て
、
延
べ
九
○
五
名
の
、
人
物
名
を
主
と
す

る
眼
科
症
候
群
人
名
辞
典
の
作
成
を
意
図
し
て
調
査
を
始
め
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
の
略
歴
な
ら
び
に
活
躍
地
、
専
門
分
野
、
提
出
論
文

な
ど
に
つ
い
て
、
年
代
別
の
推
移
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（
京
都
府
京
都
市
）

旨
冒
国
巨
貝
①
『
（
弓
腿
１
閨
）
は
外
科
医
と
し
て
の
桑
な
ら
ず
そ
の

解
剖
学
的
業
績
に
つ
い
て
も
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
の
著
作

の
う
ち
、
弓
胃
ｚ
ｐ
冒
甸
巳
国
営
Ｏ
ｑ
ｏ
罵
胃
国
巨
日
脚
己
弓
の
①
吾
（
弓
国
）

『
歯
の
博
物
学
』
は
、
歯
科
医
学
の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
し
た
業
績

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
歯
科
医
学
に
お
け
る
業
績
は
、
兄
の

等
の
目
。
の
一
家
が
歯
科
医
師
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
相
談
相
手
と
な

り
、
研
究
し
た
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い

〉
〔
》
０

国
巨
昌
９
の
歯
科
医
学
的
業
績
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
埋

伏
し
た
下
顎
智
歯
の
歯
冠
周
囲
炎
の
観
察
と
、
歯
槽
膿
漏
症
が
歯
槽

縁
か
ら
は
じ
ま
り
歯
根
部
に
む
か
っ
て
進
行
す
る
状
態
を
認
め
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

歯
の
移
植
実
験
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

吉
冒
函
巨
昌
閂
の
歯
科
医
学
的
業
績

に
つ
い
て

本
間
邦
則
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